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冬どりキャベツの有機栽培に適した品種 

［要約］冬どりキャベツの有機栽培で、可販品収量が高い品種‘彩風’、‘冬藍’、‘YR 冬武

者’、‘彩音’および‘耐寒大御所’を利用することで、12 月から 3 月までの安定供給が可

能となる。 
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［背景・ねらい］ 

 有機栽培の冬どりキャベツは、有機栽培技術が不十分なため、県内ではほとんど作付され

ていない。そこで、野菜の有機栽培の振興を図るために、ここでは害虫の被害が少なく、安

定した収量が得られる冬どりキャベツの有機栽培に適した品種を選定する。 

 

 

［成果の内容］ 

１．冬どりキャベツの有機栽培でチョウ目やアブラムシ類の被害が少なく、可販品収量が高

い品種は、9 月上旬定植では‘彩風’と‘冬藍’で、9月中旬定植では‘YR 冬武者’、‘彩音’

および‘耐寒大御所’である（表１）。これら品種を組み合わせることで 12 月から 3月まで

の安定供給が可能となる（図１）。 

 

２．9月上旬定植では、アブラムシ寄生頭数が多い品種は地上部重が軽い（図２）。アブラム

シ寄生頭数が少ない品種は、9 月上旬定植では‘冬藍’と‘あまかぜ’で、9 月中旬定植で

は‘彩音’である（図３）。 

 

３．チョウ目幼虫が少なくかつ結球部のチョウ目被害度が低い品種は、9 月上旬定植では‘冬

藍’で、9月中旬定植では‘YR 冬武者’、‘彩音’および‘夢舞台’である（図３、表１）。 

 

 

 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．9月上旬定植は 12～1 月上旬頃、9月中旬定植は 1月下旬～3月上旬頃の収穫である。 

２．キャベツの有機栽培方法の詳細は、平成 26 年度佐賀県成果情報を参照する。 

３．本試験は水田で実施し、BT 剤を 2回施用した条件で得られた成果である。 

４．本試験では、佐賀県内で主に普及している品種を供試した。 
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